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ヨコハマ市民まち普請事業は、市民の皆様が主体となって行う地域の課題解決や魅力向上のた 

めの施設整備の提案に対して、支援・助成を行う横浜市独自の事業です。 

令和８年１月 25 日（日）に「令和７年度ヨコハマ市民まち普請事業２次コンテスト」を開催し、

公開審査の結果、創意工夫・実現性・公共性・費用対効果・地域まちづくりへの発展性の５つの基

準に基づき、４つの提案が整備助成対象に選考されました！ 

今後、グループ自らの整備により、まちづくりの提案を具体化していきます。 

 

裏面あり 

【まちしるべ～掲示板の活用でつながるまちづくり～】 

鶴見西口活性化委員会（鶴見区） 

街の魅力に触れられる情報拠点「まちしるべ（自治会掲示板を活用した情報ボー 

ドや案内板等）」を整備。情報発信を通じて地域の一体感の醸成を目指す。                                  

【評価ポイント】「地域の人に自分達の街を知ってもらう」という目的に特化し 

たことや、整備後の活用方法等、細部まで十分に検討していたことが評価された。 

【歴史でつなぐ多文化共生・多世代交流のまちづくり】 

 生麦事件参考館リユースプロジェクト（鶴見区） 

長く親しまれてきた私設の「生麦事件参考館」を、地域主体で多世代・多文化交 

流できる学びと発表の場として再整備する。 

【評価ポイント】プレオープンで実践を重ねたことや、多世代のネットワークを 

作れたこと、展示や整備内容を具体化していたこと等が評価された。 

【希望が丘チャレンジベース～まちのコンシェルジュ～】  

希望が丘みらいデザインチーム（旭区） 

入口にコンシェルジュを配置し、カフェやイベントスペース等多様な機能を備え 

た拠点。住民が気軽にチャレンジし、交流と学びが生まれる場を目指す。                                

【評価ポイント】学生と企業、地域団体が連携して、活動を次々と展開し、皆で 

試行錯誤しながら、場づくりに挑む姿勢が高く評価された。 

【横浜駅西口水辺憩いの空間の植栽整備】  

横浜駅西口トリコロールリバース（西区） 

横浜駅西口の水辺に、陽光桜やベンチ等を整備し、地域と協働で育てる花壇を設 

けることで、日常的に安心して利用できる「憩いの空間」の再生を図る。                              

【評価ポイント】安定した運営体制や、まち普請をきっかけとしたまちづくりの 

ビジョンが提案されていたことが評価された。 

令 和 ８ 年 １ 月 2 9 日 
都市整備局地域まちづくり課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

令和７年度 ヨコハマ市民まち普請事業 
４つの施設整備提案を助成対象に決定！ 

～市民による身近なまちづくりのアイデアが実現へ～ 

整備助成対象に選考された４つの提案 
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市民の皆様が主体となって行う地域の課題解決や魅力向上のための施設整備の提案に対して、

支援、助成を行う横浜市独自の事業です。二段階の公開コンテストを経て選考された提案には、50

万円～500 万円の整備助成金を交付し、まちづくりを支援します。 

 

まち普請事業への応募、バスツアーへの参加を検討・希望される方は、下記担当まで 

ご連絡ください。 

お問合せ先 

都市整備局地域まちづくり担当課長  中尾 光夫  Tel 045-671-2665 

２次コンテストの様子 

緊張感溢れるプレゼンテーション 審査員との質疑応答 結果発表 

 ヨコハマ市民まち普請事業とは

  令和８年度の提案募集開始！【提案募集期間】２月 12 日（木）～５月 29 日（金）17 時必着 
①無料でまちづくりの専門家からアドバイスが受けられます！
３月 31 日（火）までに事前登録をされたグループには、提案書提出までの期間にまちづ

くりの専門家を市から派遣します。 

②令和８年度提案者向け見学バスツアーを開催します！
提案を検討されている方向けに、まち普請で整備された施設を見学するバスツアーを開

催します。まち普請の先輩から、まちづくりのコツや提案のヒントになる話をしていただ

きます。 

 【開 催 日】３月８日（日） 12 時 00 分～16 時 15 分（予定） 

【見学場所】ぷらっと kiricafe（緑区）（コミュニティカフェ） 

中川駅前中央遊歩道（都筑区）（緑化等による魅力的な遊歩道づくり） 

町カフェ城
し ろ

郷
さ と

ノスタルジア（港北区）（地域連携 HUB となるカフェ）

【申込期限】２月 27 日（金）17 時まで 【参加費】無料 

＜担当連絡先＞ 

都市整備局地域まちづくり課まち普請事業担当 

［電話］045-671-2679   

［E-mail］tb-seibiteian@city.yokohama.lg.jp 

＜次回（令和８年度）の提案募集等について＞ 

まち普請事業 
ウェブページ

まち普請 

mailto:tb-seibiteian@city.yokohama.jp
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丸山台自治会 

令和７年度地域まちづくり事業助成金交付申請 

【活動計画書兼事業計画書】 

１ まちづくりの経緯（丸山台第二自治会館の活用について） 

港南区丸山台地区は、区の西部、横浜市営地下鉄ブルーライン上永谷駅南西に位置しており、昭

和 50 年代に土地区画整理事業によって開発された住宅と店舗等の生活利便施設を中心とする住宅

地で、現在も地区計画により良好な住環境が保たれています。当該地区の自治会である丸山台自治

会は、商店街などと連携し、地域交流や防災、季節行事など、さまざまなテーマで多世代向けのイベン

トを開催し、地域のつながりづくりに取り組んでいます。

丸山台自治会は、宅地開発の過程で、駅近くに比較的大きな面積を持つ第一自治会館と、住宅地

の中に位置する小規模な第二自治会館の二つの自治会館を所有しており、自治会活動の中でコミュ

ニティサロンを運営してきましたが、他の地区と比べて、地域の方々が気軽に立ち寄り多世代が交流で

きる居場所が少ない状況です。サロン活動は 2021 年に開始し、これまでフレイル予防体操・スマホ教

室・盆踊りサークル・写経教室を継続するほか、今年度からは誰でも自由に参加できる卓球開放日を

週１回設け、子どもから高齢者まで多世代が参加しており、主に第一自治会館を拠点として実施してい

ます。 

  このサロン活動は、当初、使用頻度が少ない第二自治会館での実施を予定していましたが、コロナ

禍の時期に開始したため、広いスペースを確保できる第一自治会館で行ってきました。しかし、コロナ

禍の収束に伴い、第一自治会館では自治会行事や他団体への貸し出しが増え、サロン活動の拡充が

難しくなりました。そのため、当初から計画していた第二自治会館での活動への移行を目指し、３年前

に、第二自治会館を活用した多世代が気軽に立ち寄れるコミュニティサロンの整備について、ヨコハマ

市民まち普請事業へのチャレンジを検討しましたが、地域として活動の方針がまとまらず、断念した経

緯があります。 

このたび、改めて地域で今後の活動方針について話し合った結果、これまで第一自治会館で行っ

てきたサロン活動を第二自治会館で開催するとともに、様々な方が楽しみながら関わりやすい「食」を

中心としたテーマで、多世代が交流できる取組を進めることになりました。さらに、今後は近隣地域で活

動されている方々との協力事業や、子育て拠点として活動されている方々との連携も視野に入れてい

ます。こうした取り組みは、くじら計画（第４期の永野地区地域福祉保健計画）の目標である「だれもが

楽しく年を重ねられるまちにしましょう！」の実現にもつながるものです。 

（第 4期港南区地域福祉保健計画（令和３～７年度）） 資料１ 

   〇くじら計画（地区別計画、永野地区） 
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「だれもが楽しく年を重ねられるまちにしましょう！」では、高齢者サロンや食事会、子ど

もが集える場の構築など「多世代が交流できる楽しいイベントや居場所づくり」や「日常的に

健康づくりの推進」が目標として掲げられています。 

 

この目標達成に向け、丸山台自治会では、第二自治会館を

活用し、ヘルスメイトや民生委員、地域で支え合い活動を行

う団体と連携しながら、「食」を中心とした多世代が交流で

きる取組（既存のサロン活動に加え、新たな取組）を進めた

いと考えています。 

 

 

具体的な取組として、毎月決まった日に茶話会や食事会を開催し、地域の方々に活動を知っ

ていただくとともに、「食」をテーマにした講座を年間計画で実施し、多世代を対象とする健康

的な食事や調理法等のワークショップ・教室・講座の開催を想定しています。さらに、民生委

員が実施している高齢者向け食事会について、第二自治会館でも開催し、地域のつながりを深

めていく予定です。 

また、現在、シニア男性グループが第二自治会館を拠点にシネマサロン活動を希望している

ため、おいしいコーヒーを淹れる活動とコラボできるようサポートします。さらに、1階のキッ

チンを活用したイベントに親子でも参加しやすいよう、2 階スペースを子どもたちの読書や勉

強の場として整備し、親子で集える環境づくりにも取り組んでいきます。 

 

【想定される活動】  

ヘルスメイト※１ 

・災害時の食事レシピの講習会(防災サロン）、子ども向けの  

食事プログラム(子ども食堂）、子ども向けのパン・ケーキ 

作り教室(子どもサロン）、離乳食・健康食教室(子育てサ 

ロン)など 

 

※1 食生活等改善推進員(ヘルスメイト）は「私たちの健康は私たちの手で」をスローガンに「栄養・運動・休養」の三本柱

のもと、健康づくりの普及活動を行う、全国的に組織されたボランティア団体(港南区 78 人）。健康づくりを実践するこ

とを活動の基本とし、その体験に基づいた健康づくりの知恵や工夫を地域に広めています。 

 

さわやか港南※２ 

・月１回の食事会(つどいの場）など（将来的には、配食  

サービスなどを行う可能性も視野に）。 

 

※2 「さわやか港南」は、横浜市港南区やその近隣区において『困ったときはお互

いさま』という助け合いの精神で会員相互にサポートし合う「有償サービス」

や、だれでもが集える「地域の居場所」の提供を行う団体。自治会・町内会、

地区社会福祉協議会、区役所などの関係団体と連携をとりながら各種支援サービス・生活相談などを行っています。 

 

丸山台第二自治会館 

ヘルスメイト通信 

さわやか港南 



２ 助成金を受けて行う整備（事業）の目的 

  本助成金を受けて行う整備は、サロン活動の拠点として想定している丸山台第二自治会館１

階集会室内にある「キッチン設備の拡充」です（位置図資料２）。 

現在のキッチン設備は、作業スペースが狭く、複数人で同時に作業することが難しいうえ、キッチン

が壁で囲まれた区画になっているため、調理をしながら交流できるイベントを行うのは困難な状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【現状のキッチンの課題】 

・キッチンが壁で区画されており、調理をしながらの交流が難しい 

・キッチン設備が十分ではなく、調理を行う環境が整っていません。 

・作業スペースが狭く、複数人で作業ができない 

 

【キッチン・設備等の拡充整備の内容】 

既存のキッチンを囲んでいる壁の一部を撤去し、人々が

集うオープンスペース側を向いて調理できるよう、新たにキ

ッチンを整備します。これにより、調理スペースを一体化し

て広さを確保し、既存設備を活用しながら複数人で調理で

きる環境が整います。そうしたキッチンスペース・設備の拡

充整備により、「食」を通じて自然な交流が生まれ、地域の

多世代が集う場として活用できるようになります。 

既存のキッチンやレンジ等はそのまま活用するなど

工事費の節減に努めるとともに、将来的に営業許可が必

要となる活動も行えるよう可能な範囲で配慮した形での整備を考えています。 

既存キッチン全景 既存キッチン 

既存キッチンにつながるオープンスペース 

整備後の活用イメージ 

既存壁を一部撤去 



３ 助成金申請事業の位置付け 

 本事業は「くじら計画」（第４期の永野地区地域福祉保健計画）に記載された内容に基づく取

組を支援するための地域まちづくり事業です。 

横浜市地域まちづくり支援制度要綱第22 条第２項第５号に該当し、助成対象だと考えます。 

＜横浜市地域まちづくり支援制度要綱＞ 

 

４ 交付申請する事業計画 

(1) 申請事業の内容（見積もり資料３） 

No. 内容 写真 

1 

台 
 

所 

・既存のキッチンを囲んでいる間仕切り壁を一部

解体・撤去 

・設備配管工事のため、既存床の一部解体 

・給排水の分岐及び切り回し 

・新規キッチン延長部分 上部下がり壁工事 

・背面に新規カウンターの取付 

・換気扇ダクト工事（梁型囲い）＋フード取り付け 

・換気扇用壁天井下地補強 

・改修に伴う発生材処分 

➡キッチン改修関連工事 

 

2 

・システムキッチン（新規）W＝1950 

 キッチンパネル一式 

 現場配送、取付施工 

・床下収納、金物、巾木等附属品一式 

➡設備機器・建材 

 



3 

・電気温水器 

・ブレーカー増設（IHコンロ・温水器用） 

➡電気温水器・電気工事 

 

 

(2) 事業の概算金額 

No 工事項目 金額 

1 キッチン改修関連工事 816,000 円 

2 設備機器・建材 623,000 円 

3 電気温水器 231,000 円 

4 電気工事 153,000 円 

 諸経費 131,546 円 

 工事費合計 1,954,546 円 

 消費税 195,454 円 

キッチン改修工事の合計 2,150,000 円 

（内訳）  

地域まちづくり事業助成金 1,000,000 円 

丸山台自治会負担 1,150,000 円 

 

   

   

   

   

   

   

   

   

  

  

  

  

(3) 事業のスケジュール 

当該申請に対する事業交付金決定後に工事着手し、、令和８年３月下旬に完了予定です。 

  

 Ｒ8 年１月 Ｒ8 年 2月 Ｒ8 年 3 月 

 

各種手続き 

整備 

      

 

工事 

審

査

委

員

会 

近

隣

説

明 

交

付

決

定 

検

査

完

了 

発

注 

資料



５ 事業の実施による予測効果 

  丸山台自治会では、高齢化や担い手不足、役員の高齢化によりサロン活動の推進が難しくなってい

ます。本事業の実施し、居場所づくりを進めることで、地域の多世代交流が促進され、若い世代の地域

活動への関心が高まります。若い世代の参加を促し、地域活動への関心を高めることで、将来の担い

手の発掘につながると考えています。また、高齢者が孤立せず、人と関わる機会を増えることで、健康

寿命の延伸にも寄与します。こうした取り組みにより、地域のつながりが強化され、見守りや助け合いの

基盤づくりが進むことを期待しています。 

具体的な活動としては、月に１回の茶話会または食事会の開催、食を中心とした講座等の開

催、丸山台にお住まいの高齢者向けの食事会の開催、サークル活動への支援等を行う予定で

す。また、2階部分は読書や勉強などで子ども達に使用していただけるよう考えています。 

＜来年度のスケジュール（予定）＞ 

R8 年 5 月 R8 年 6 月 R8 年 7 月 R8 年 8 月 R8 年 9 月 

月１回の 

茶話会または食事会 

食を中心とした講座等 

丸山台にお住まいの高

齢者向け食事会 

サークル活動への支援

こども向けイベント等 

６ 事業計画実施状況の地域説明 

12 月 7日の丸山台自治会役員会において、自治会長より本申請について説明を行うとともに、 

1 月 12 日に、第二自治会館周辺にお住まいに方に対しても事業計画について周知を行いました

（資料６）。 

７ 施設の維持管理 

申請者であり、丸山台第二自治会館の所有者である丸山台自治会にて、適切に維持管理を行

います。なお、丸山台第二自治会館は、築 50年近い建物ですが、約５年前に雨漏りの修繕を行

い、３年前には耐震診断を実施し、安全性が確認されています。 

資料



くじら計画を推進しよう!
誰もが住み慣れた地域で安心して楽しく生活できるよう、
地域をみんなでより良くしていくための計画です。

� だれもが楽しく年を重ねられるまちにしましょう！

� 子どもが伸び伸び育ち、愛着がもてるまちを作りましょう！

� 清潔で安全なまち「永野」のくらしを楽しみましょう！

第４期 永野地区地域福祉保健計画（令和３（2021）年４月～令和８（2026）年３月）

健康づくり 見守り・支
えあい

高齢者・要
支援者・障

がい者

ラジオ体操 障がい者講演会 敬老祝賀会

子どもが愛
着をもてる

子どもが楽
しめる

多世代交
流

子どものイ
ベント

夏祭り そうめん流し ハロウィン 連合体育祭

住みよい環
境づくり 防犯・防火 助け合い防災・備え

清掃活動 防犯パトロール 放水訓練 高齢者宅の剪定

楽しいイベ
ント

お餅つき

第4期計画策定にあたって

　第４期計画を策定するにあたり、皆さんから頂

いたご意見や今までの活動をもとに、永野連合に

加入している自治会・町内会を中心に、社会福祉

協議会、民生委員、消費生活推進員などの各種団

体、シルバークラブ、ケアプラザ、区役所の代表の

皆様と全体会議を含む意見交換を積み重ね進め

てきました。

　今までの活動は継続しつつ、少子高齢化、担い

手不足や地震などの災害、8050問題、新型コロ

ナウイルスをはじめとする新たなウイルス等の蔓

延などに対応する必要があります。

　今後、色々な難問に遭遇しても、それらを乗り

越えて、明るく、楽しく、伸び伸びと生活が出来る

まちづくりを目指します。

５年先を見据えた永野のチャレンジ

　私たちは住み慣れた地域で多くの人と出会い

支え合いながら暮らしています。そんな暮らしの

中でも自分や家族だけでは解決できない困りごと

があります。福祉活動は困った事が起きても、これ

まで繋がった友人、知人との関係を維持し、スポーツ

や様々な趣味の目的別コミュニティや社会活動に

参加することで、自分らしく誇りをもって普段の

生活を送ることが出来るようになることです。

　困りごとを抱える人は、高齢者、障がい者、認知

症の方やそれらの家族だけではありません。誰で

もいつ何時困りごとを抱えるかもしれません。

　困った人がどこにいるか？どんな困りごとを

持っているのか？どのように手を差し伸べて良い

か解らないこともあります。

　そこで永野地区では、迅速に対応できるように、

困った時の繋がりやヘルプの依頼先などの情報

をインターネット等を使って発信したり、気楽に素

早く対応出来る仕組みづくりにチャレンジします。

第４期のくじら計画は永野連合加入の11自治会・町内会、各種団体等の皆さんと作成しました。

　かつて、永野地区全体は自然に富む谷戸と古道古跡の残る豊か

な土地でした。「永谷十勝」には「菅公筆塚」「貞昌（院の）晩鐘」

「馬洗川の清流」「島越の夕照」などの名所があります。

　また古道などがあったことを伝える碑や石仏などが点在し、歴史

の宝庫と呼ばれています。

　一方、永野地区は港南区内で最も大きな地区で、連合加入は

約8,500世帯（11自治会・町内会）あります。

　また、永野地区を地図で見ると「くじら」の姿に似ていることから、

私たちの地域福祉保健計画を「くじら計画」と呼んでいます。

　くじらが元気で泳ぐように、私たちも永野地区の３つの基本
目標である「くらしをじぶんたちでらくにする」を推進していき
ましょう。

永野地区の基礎データ（令和2年9月概算値）

人　　口 29,800人 世 帯 数 13,700世帯
高齢化率 27.1％

地域概況

十国見の眺望

永谷天満宮

上永谷駅

貞昌院

馬洗川せせらぎ緑地

馬洗橋の由緒を記した看板

天満宮の神牛

島越の夕照

くらしをじぶんたちでらくにする

くじらは
永野地

区の

シンボ
ルマー

クですくじらは
永野地

区の

シンボ
ルマー

クです

永野地
区の

３つの
基本目

標

令和3年3月発行
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永野地区の目標と主な取り組み

だれもが楽しく年を重ねられるまちにしましょう！
　多世代（子どもから高齢者、要支援者、障がい者まで）の誰もが生き生きと暮らせるまち（永野）を
目指して、健康づくり、楽しいイベント開催、居場所づくりや、困った時の見守り、助け合い活動を充実
させましょう。

清潔で安全なまち「永野」のくらしを楽しみましょう！
住民や関係団体が協力し、清潔で安全に暮らせるまちにしよう！

永野地区を地図で見ると
クジラのような姿が浮かび上がってきます。
様々な活動が行われている永野地区と、
元気に泳ぐクジラの姿は重なりませんか？

子どもが伸び伸び育ち、愛着がもてるまちを作りましょう！
　「永野はふるさと」と感じてもらえるよう、子どもたちが楽しく安心して過ごせる活動に取り組むと
共に、人との繋がりや、地域と学校の連携から子どもたちを見守る取り組みを進めましょう。

目　標 主な取り組み

多世代が交流できる楽しいイベントや
居場所づくりに取り組みます

●多くの人達が集える体育祭、夏祭り、各自治会・町内会主催のイベントの開催
●高齢者サロン・食事会や子どもが集える場の構築
●各自治会・町内会の会館やくじらの館、ケアプラザ等の有効活用

日常的に健康づくりに取り組みます ●ラジオ体操、健康づくり教室、ウォーキングなど、健康づくりの強化

助け合い／見守り活動に取り組みます
●各自治会・町内会ごとの助け合い活動や見守り体制を構築
●地域の実態に則した福祉ネットワークのリニューアル（再構築）

自治会・町内会、各種団体同士の繋がりを
大切にします

●永野連合、地区社協、委嘱団体、地域防災拠点や各自治会・町内会同士の
連携強化

�

町内めぐり（下野庭）

餅つき（上野庭）

バーベキュー
（いずみプラザ）

見守りパネル（勧永）

防災センター見学会（南高台） 丸小ソーラン（丸山台）

下校時見守り（美晴台）

子どもフェスタ（上永谷）

認知症予防（菱興）

七福神めぐり（青少年指導員）

イルミネーション（丸山台）

神輿巡行（美晴台）

消費生活推進員出前講座
（美晴台）

文化祭（上永谷）

防犯講座
（富士見台）

ハロウィン（月見ケ丘）

目　標 主な取り組み

住みやすい環境づくりに取り組みます ●清掃活動、美化活動、ゴミ集積所の管理

地域住民、関係団体が協力して防犯・
防火対策に取り組みます

●防犯・防火パトロール、夜間の見廻りなど

隣近所で日頃からの声掛けや、
助け合い活動を推進します

●日頃からのコミュニケーション
●地域住民が集え会話ができる仕組みづくり

防災訓練など、災害に備えた取り組みを
進めていきます

●防災訓練、防災拠点活動、各家庭での防災や備蓄の準備(減災への取り組み)強化
●イザという時に助け合いが出来るシステム構築

目　標 主な取り組み

子どもが活躍でき、まちに愛着がもてる
イベントを開催します

●連合や各自治会・町内会等で行っている子ども向け及び子どもが
参加できるイベントの開催（商店街などと連携）

地域で子どもが安心して暮らせるよう見守ります ●登下校の見守り、こんにちは赤ちゃん訪問、子どもひろばなどの活動

子どもと高齢者、地域住民が楽しく交流できる
場所を築きます

●連合や町内会の夏祭り、そうめん流し、ハロウィンなど、子どもと高齢者、
地域住民が楽しく交流できるイベントの開催

地域と学校が連携していきます
●地域活動への児童・生徒の参加、地域と生徒の意見交換会、
中学生ボランティア活動の推進

商店街プロレス（丸山台）

上野庭町内会 丸山台自治会
いずみプラザ
上永谷自治会

勧永町内会

下野庭町内会
南高台町内会

菱興上永谷自治会

上永谷町内会
美晴台
自治会

すずかけ
町内会

野庭睦
町内会

のにわ坂町内会

エステ・ヴィラ
横浜上永谷自治会

野庭東
自治会

ライオンズマンション
港南台町内会

グリーンヒルズ自治会

トゥインクス港南台
ラインマンション自治会

永作自治会

旧野庭中学校 野庭すずかけ
小学校

下野庭
小学校

相武山
小学校

永谷天満宮

上永谷駅
野庭

地域ケアプラザ

日限山
地域ケアプラザ

下永谷
地域ケアプラザ

東永谷
地域ケアプラザ

港南中央
地域ケアプラザ

丸山台
中学校

丸山台
小学校

永野
小学校

上永谷中学校

東永谷
中学校

市立南高校

くじらの館

環状
2号
線

上永谷
富士見台自治会

上永谷
月見ヶ丘睦会

いちょう坂商店街

初期消火訓練（下野庭）
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